
竹添進一郎
井井
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竹

添

進

一

郎

井

井

せ
い

せ
い

竹
添
井
井

本
名
進
一
郎

幼
少
よ
り
学
を
好
み
神
童
の
誉
高
く

十
五
歳
に
し
て
木
下
韡
村
塾
に
入
門
す
る

二
十
二
歳
に
し
て
時
習
館
訓
導
に

二
十
七
歳

勝
海
舟
と
交
流
し
そ
の
見
識
の
深
さ
に
海
舟
も
驚
く

維
新
後
開
塾
し
師
弟
の
訓
育
に
当
た
る

明
治
八
年
特
命
全
権
森
有
礼
の
随
員
と
し
て
清
国
に
渡
り
広
く
大
陸
を
旅
す
る

そ
の
時
の
見
聞
録
が
「
桟
雲
峡
雨
日
記
」

さ

ん

う

ん

き

ょ

う

う

に

っ

き

こ
の
旅
行
記
は
「
東
方
見
聞
録
」
「
大
唐
西
域
記
」
と
並
ぶ
名
著
な
り

井
井
二
十
一
歳
に
し
て
天
草
の
詩
を
詠
む

自
茂
木
将
帰
天
草
似
無
舟
止

水
與
天
無
際

蛟
龍
所
伏
蔵

風
腥
魚
気
黒

潮
蘸
日
光
黄

遊
迹
隨
飛
雁

帰
心
遂
去
檣

東
南
青
一
髪

遥
認
是
家
郷
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〈
註
〉
三
大
旅
行
記
と
は
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
「
東

方
見
聞
録
」
、
玄
奘
の
「
大
唐
西
域
記
」
、
慈
覚
大
師

円
仁
の
「
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
」
と
い
わ
れ
る
。

漢
詩
「
航
天
草
灘
」
は
後
ペ
ー
ジ
に
意
訳
あ
り
。

上天草市大矢野運動公園にある竹添進一郎の顕彰碑



竹
添
進
一
郎
と
は

竹
添
進
一
郎
、
竹
添
井
井
と
い
っ
て
も
、
現
在
の
天
草
人
に
と
っ
て
、
馴
染

み
の
な
い
人
物
で
あ
ろ
う
。

事
実
、
彼
は
天
草
に
と
っ
て
、
具
体
的
に
は
何
も
な
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
天
草
人
に
と
っ
て
、
馴
染
み
が
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
は
、
郷
土
の
枠
を
は
る
か
に
飛
び
越
え
、
さ
ら
に
日
本
を
も
超
え
、

外
交
官
と
し
て
、
そ
の
存
在
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
政
務
官
の
枠
を
も
超
え
、
旅
行
者
で
あ
り
、
文
学
者
で
も
あ
っ
た
。

即
ち
、
天
草
が
生
ん
だ
偉
人
で
あ
る
。

今
年
（
平
成
29
年
）
は
、
彼
の
没
後
１
０
０
年
に
な
る
と
い
う
。
そ
の
竹
添

進
一
郎
展
が
、
天
草
市
立
本
渡
歴
史
民
俗
資
史
料
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
機
に
多
く
の
天
草
島
民
に
、
竹
添
進
一
郎
井
井
を
知
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
う
。
と
い
い
な
が
ら
、
筆
者
自
身
も
、
彼
の
こ
と
を
ど
れ
だ
け
知
っ

て
い
る
の
か
と
言
わ
れ
た
ら
、
ウ
ム
ウ
ム
と
言
葉
を
濁
す
し
か
な
い
。

天
草
の
偉
人
と
言
わ
れ
る
人
は
、
天
草
出
身
と
他
所
の
人
、
数
あ
る
が
、
他

所
の
人
で
、
天
草
の
た
め
尽
力
し
、
功
績
を
残
し
た
人
が
多
い
よ
う
に
も
思
う
。

い
や
、
そ
れ
は
ど
う
で
も
い
い
事
で
あ
る
。
天
草
出
身
で
、
天
草
と
い
う
一

地
方
の
枠
を
超
え
て
、
活
躍
し
た
人
、
そ
れ
も
天
草
偉
人
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

竹
添
進
一
郎
と
い
う
人
を
簡
潔
に
知
る
た
め
に
は
、
彼
の
業
事
績
を
讃
え
た
、

頌
徳
碑
が
、
彼
の
出
身
地
で
あ
る
、
上
天
草
市
大
矢
野
町
に
建
て
ら
れ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
を
読
む
こ
と
が
手
っ
取
り
早
い
方
法
だ
ろ
う
。

頌
徳
碑
文

文
学
博
士
・
竹
添
進
一
郎
先
生
は
、
大
矢
野
町
大
字
上
馬
場
の
医
師
・

小
田
順
左
衛
門
と
二
神
家
出
の
美
加
の
一
子
と
し
て
、
天
保
十
三
年(

１

８
４
２)

に
出
生
。

幼
少
よ
り
学
を
好
み
、
三
歳
に
し
て
経
書
を
朗
読
し
、
神
童
の
誉
れ
高

く
、
当
年
十
五
歳
熊
本
に
出
て
、
木
下
韡
村(

い
そ
ん)

塾
に
入
門
。
天
性

の
学
才
は
冴
え
、
井
上
毅
ら
と
木
下
門
下
の
四
天
王
と
称
さ
れ
る
。

22
歳
の
と
き
細
川
藩
に
士
分
と
し
て
召
し
だ
さ
れ
時
習
館
訓
導
を
勤
め

る
。27

歳
、
藩
命
に
よ
り
京
都
、
奥
州
、
江
戸
を
探
訪
す
る
。
特
に
江
戸
で

は
時
の
英
傑
・
勝
海
舟
を
訪
ね
、
国
家
大
経
を
論
じ
そ
の
見
識
の
深
さ
に

海
舟
を
驚
か
し
め
、
以
後
親
し
く
交
わ
る
。

明
治
四
年
廃
藩
置
県
と
な
る
や
、
先
生
は
城
下
寺
原
瀬
戸
坂
に
開
塾
、

転
じ
て
現
玉
名
市
伊
倉
町
に
遜
志
斎
を
開
き
子
弟
の
訓
育
に
あ
た
る
。
名

を
慕
い
学
ぶ
も
の
が
多
か
っ
た
。

八
年
、
塾
を
閉
じ
て
上
京
、
勝
海
舟
と
再
会
し
、
海
舟
ら
の
推
挙
に
よ

り
特
命
全
権
大
使
森
有
礼
の
随
員
と
し
て
清
国
に
渡
る
。
次
い
で
中
国
大

陸
中
部
以
北
の
奥
地
を
踏
破
し
、
名
著
《
桟
雲
峡
雨
日
記
並
詩
草
》
を
著

し
、
日
本
国
内
は
お
ろ
か
中
国
文
人
等
の
絶
賛
を
受
け
た
。

明
治
十
三
年
よ
り
清
国
天
津
領
事
、
朝
鮮
弁
理
公
使
を
歴
任
し
、
明
治

十
八
年
朝
鮮
弁
理
公
使
を
退
任
、
引
き
続
き
無
任
所
弁
理
公
使
と
し
て
在

任
中
、
時
の
文
部
大
臣
・
井
上
毅
の
要
請
に
よ
り
、
明
治
二
十
六
年
十
月

東
京
帝
国
大
学
教
授
に
就
任
。

明
治
二
十
八
年(

54
歳)

退
官
し
、
同
年
相
州
小
田
原
に
閉
居
、
か
ね
て

念
願
の
読
書
著
作
に
専
念
。
二
十
余
年
を
か
け
て
の
大
著
《
左
氏
会
箋
》

に
よ
り
帝
国
学
士
院
賞
と
文
学
博
士
の
称
号
を
授
か
る
。

明
治
三
十
五
年
皇
太
子
嘉
仁
殿
下(

大
正
天
皇)

を
小
田
原
に
迎
え
拝
謁
、
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そ
の
夜
、
特
に
召
さ
れ
て
前
席
講
演
を
を
な
し
、
書
を
閲
覧
に
供
し
た
こ

と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

又
先
生
の
次
女
須
磨
子
は
、
講
道
館
柔
道
の
始
祖
・
加
納
治
五
郎
に
嫁

ぎ
、
そ
の
長
男
履
信
が
竹
添
家
を
継
い
で
い
る
。

大
正
六
年
三
月
三
十
一
日
、
七
十
六
年
の
生
涯
を
全
う
し
、
政
府
よ
り

従
三
位
勲
三
等
を
贈
ら
れ
た
。

熊
本
県
教
育
委
員
会
は
昭
和
二
十
九
年
近
代
文
化
功
労
者
と
し
て
顕
彰

し
、
そ
の
賞
状
末
記
に｢

天
下
の
碩
学
と
称
せ
ら
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、

洵
後
進
を
奮
起
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
あ
る
。

先
生
逝
き
80
年
、
恰
も
世
上
混
沌
た
る
こ
の
時
、
先
輩
諸
賢
意
思
を
継

承
し
、
先
生
の
遺
訓
と
遺
徳
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
し
て
内
外
の
有
志
の
賛
同

と
協
力
を
得
て
、
茲
に
頌
徳
碑
の
完
成
を
見
る
に
至
っ
た
こ
と
は
誠
に
意

義
深
い
も
の
が
あ
り
、
望
外
の
慶
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。(

川
上
昭

一
郎
記
す)

平
成
十
年
三
月
吉
日

竹
添
進
一
郎
先
生
顕
彰
碑
建
立
委
員
会

会
長

何
川
一
幸

※
木
下
韡
村

儒
学
者
（
１
８
０
５
‐
１
８
６
７
）
菊
池
郡
の
生
ま
れ
。
熊
本
藩

い

そ

ん

校
「
時
習
館
」
で
学
ん
だ
あ
と
、
江
戸
の
「
昌
平
黌
」
な
ど
で
学
ぶ
。
の
ち
、

時
習
館
助
教
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、
木
下
塾
も
開
く
。
門
下
生
に
、
横
井

小
楠
、
竹
添
進
一
郎
、
井
上
毅
な
ど
が
い
る
。

※
森
有
礼

外
交
官
・
政
治
家
（
１
８
４
７-

１
８
８
９
）
元
薩
摩
藩
士
。

明
治
18
年
伊
藤
内
閣
の
下
で
初
代
文
部
大
臣
に
就
任
し
、
日
本
の
教
育
の
発

展
に
努
め
る
。
明
治
22
年
、
国
粋
主
義
者
に
暗
殺
さ
れ
る
。
享
年
43
歳
。

さ
ら
に
具
体
的
に
知
ろ
う
と
思
え
ば
、
『
天
草
近
代
年
譜
』
松
田
唯
雄
著

を
紐
解
く
こ
と
で
、
知
る
事
が
で
き
る
。
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竹
添
井
井(

進
一
郎)

年
譜
（
『
天
草
近
代
年
譜
』
よ
り
）

天
保
十
三
年(
１
８
４
２)

３
月
15
日
、
大
矢
野
上
村
に
生
れ
る
。
幼
名
満
、
父
順
左
衛
門
筍
園(

俗
称
弥
助)

は
、
島
原
領
内
三
室
村
庄
屋
小
田
家
の
三
男

に
て
、
広
瀬
淡
窓
の
塾
に
学
び
、
碩
学
の
聞
え
あ
り
、
も
っ
ぱ
ら
兄
の
子
次
右
衛
門
の
薫
育
に
当
た
る
。
彼
が
庄
屋
役
に
就
い

た
後
、
天
草
に
来
て
大
矢
野
上
村
に
住
み
、
付
近
の
子
弟
を
教
え
て
い
た
。

安
政
三
年(

１
８
５
６)

(
15
歳)

こ
の
年
上
村
よ
り
熊
本
に
出
て
、
肥
後
の
碩
儒
木
下
韡
村
の
門
に
入
り
、
研
学
に
努
め
る
。

安
政
四
年(

１
８
５
７)

(

16
歳)
こ
の
春
、
竹
添
筍
園
、
上
村
か
ら
新
休
村
に
移
り
、
東
向
寺
内
に
聴
松
堂
を
開
塾
す
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
実
家
か
ら
分
与
さ
れ

た
資
産
は
、
一
子
進
一
郎
の
学
資
に
当
て
る
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
本
家
の
災
厄
を
救
う
た
め
に
提
供
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

あ
ら
た
め
て
児
の
塾
費(

年
４
両)

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た
め
と
い
う
。

こ
の
夏
、
熊
本
よ
り
帰
省
の
機
会
を
得
て
、
新
休
村
の
父
筍
園
の
許
に
至
る
。
一
日
、
町
山
口
村
岡
田
芝
山(

84
歳)

の
門
を
叩

き
、
赤
貧
の
中
に
も
括
然
と
し
て
容
姿
端
正
、
眉
眼
昼
の
ご
と
き
高
風
に
接
し
、
敬
服
す
る
。

安
政
五
年(

１
８
５
８)

(

17
歳)

木
下
門
下
の
う
ち
、
井
上
毅
、
木
村
弦
雄
と
と
も
に
、
三
才
子
と
目
さ
れ
、
こ
れ
に
古
庄
嘉
門
を
加
え
て
、
四
天
王
と
言
わ
れ

る
。

進
一
郎
の
字
名
「
光
鴻
」
「
漸
郷
」
は
、
師
韡
村
か
ら
授
け
ら
れ
た
。

島
原
に
遊
び
、
「
板
倉
公
墓
」
を
記
し
、
「
再
過
原
城
」
の
詩
を
作
る
。

文
久
二
年
（
１
８
６
２
）

（
23
歳
）
木
下
塾
の
塾
長
と
な
る
。

文
久
三
年(

１
８
６
３)

(

22
歳)

こ
の
年
、
熊
本
藩
に
召
出
さ
れ
る
。
も
と
実
家
の
小
田
姓
を
、
師
韡
村
の
計
ら
い
で
、
竹
添
の
株
を
取
っ
て
改
姓
し
、
儒
者
と

し
て
藩
士
に
列
す
る
。

父
筍
園
も
新
休
村
か
ら
町
山
口
村
に
移
り
、
河
畔
に
塾
を
移
す
。

元
冶
元
年(

１
８
６
４)

12
月
３
日

筍
園
町
山
口
村
の
塾
舎
で
病
没
、
同
村
の
慈
眼
院
に
葬
ら
れ
る
。
後
墓
碑
は
、
進
一
郎
に
よ
り
、
玉
名
郡
伊
倉
に
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移
さ
れ
る
。

慶
應
二
年(

１
８
６
６)

(

25
歳)

４
月
、
詩
文
引
廻
役
を
命
じ
ら
れ
る
。

８
月
、
岡
田
柴
山
の
墓
碑
銘
を
撰
し
遺
族
に
贈
る
。

10
月
、
時
習
館
訓
導
助
役
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

12
月
、
亡
父
筍
園
３
回
忌
に
当
た
り
、
町
山
口
村
へ
帰
省
。

慶
應
三
年(

１
８
６
７)

木
下
韡
村
死
去
。(

63
歳)

(

26
歳)

。
藩
命
に
よ
り
、
御
用
船
萬
里
丸
修
理
の
た
め
上
海
に
派
遣
さ
れ
る
。(

注
・
当
時
は
鎖
国
制
度
の
た
め
、
渡
海
は
許
さ

れ
ず
、
漂
流
と
し
て
体
を
繕
っ
た
と
い
う)

明
治
元
年(

１
８
６
８)

(

27
歳)

１
月
、
亀
子
と
結
婚
。

新
婚
間
も
な
い
こ
の
月
下
旬
に
は
、
藩
命
で
京
都
、
江
戸
、
奥
州
等
に
使
い
し
、
東
奔
西
走
す
る
。
江
戸
で
は
、
勝
海
舟
の
草

庵
を
訪
ね
、
大
い
に
国
家
の
大
計
を
論
じ
、
海
舟
そ
の
卓
識
に
感
動
す
る
、

こ
の
年
、
江
戸
よ
り
帰
藩
す
る
や
、
海
外
視
察
の
必
要
を
唱
え
、
藩
命
を
請
う
て
語
学
習
得
の
た
め
、
一
先
ず
長
崎
へ
留
学
す

る
。

間
を
お
か
ず
、
藩
よ
り
召
喚
の
上
、
罪
あ
っ
て
捕
縛
さ
れ
る
か
も
し
れ
ず
、
一
時
身
を
隠
す
べ
き
と
の
報
を
知
友
よ
り
得
る
。

こ
れ
は
、
進
一
郎
が
江
戸
で
作
っ
た
詩
「
弟
を
以
っ
て
兄
を
討
ち
、
臣
君
を
伐
つ
、
六
十
余
州
大
倫
無
し
、
曲
直
唯
成
敗
を
以
っ

て
論
ず
、
孰
れ
か
是
れ
逆
賊
。
孰
か
王
臣
」
の
詩
が
却
っ
て
幕
軍
間
に
愛
唱
さ
れ
、
こ
れ
を
鼓
舞
す
る
結
果
を
招
い
た
た
め
と

い
う
。
そ
の
た
め
、
密
か
に
身
を
か
く
し
、
事
な
き
を
得
る
。
時
の
人
、
こ
れ
を
称
し
て
竹
添
の
詩
禍
と
い
う
。

明
治
二
年(

１
８
６
９)

(

28
歳)

10
月
、
韡
村
跡
を
受
け
の
時
習
館
訓
導
と
な
る
。

明
治
三
年(

１
８
７
０)

(

29
歳)

長
女
眞
津
子
生
ま
れ
る
。

鞠
獄(

裁
判)

官
に
な
る
。

明
治
四
年(

１
８
７
１)

(

30
歳)

７
月
の
廃
藩
置
県
に
際
し
て
、
出
仕
を
辞
し
、
市
中
寺
原
瀬
戸
坂
（
玉
名
郡
伊
倉
）
に
私
塾
を
開
く
。
講
義
は
弁
舌
さ
わ
や
か

6



で
、
耳
に
入
り
易
く
、
音
吐
朗
々
門
外
に
聞
え
、
行
き
交
う
夫
人
や
童
子
も
思
わ
ず
門
前
に
足
を
留
め
た
と
い
う
。
ま
た
、
肥

後
国
内
は
も
と
よ
り
国
外
か
ら
も
学
び
に
来
る
人
多
し
。

塾
生
は
20
数
名
、
天
草
か
ら
も
５
名
入
塾
。

明
治
五
年(

１
８
７
２)

(

31
歳)

私
塾
を
玉
名
郡
伊
倉
に
移
し
、
孫
子
斎
と
称
し
て
引
き
続
き
育
英
の
業
に
励
む
。
塾
生
23
名
。
熊
本
よ
り
従
学
す
る
者
少
な
か

ら
ず
。
当
時
、
天
草
よ
り
こ
の
門
で
学
ぶ
者
は
、
久
保
山
了
、
尾
上
晋
、
武
田
雪
象
等
。

明
治
六
年(

１
８
７
３)

(
32
歳)

慈
母
を
天
草
よ
り
迎
え
る
。
岳
父
筍
園
の
墓
碑
も
町
山
口
よ
り
伊
倉
に
移
す
。

明
治
七
年(

１
８
７
４)

(

33
歳)
長
女
眞
津
子
、
夭
折(

５
歳)

。

明
治
八
年(

１
８
７
５)

(

34
歳)

こ
の
春
、
伊
倉
を
出
て
上
京
。

勝
海
舟
を
再
訪
し
、
志
し
て
い
る
の
は
、
海
外
で
仕
事
を
し
た
い
こ
と
を
告
げ
る
。
後
日
、
海
舟
の
斡
旋
に
よ
り
、
11
月
特
命

全
権
公
使
森
有
礼
の
赴
任
に
随
行
を
許
さ
れ
、
遠
く
清
国
に
遊
ぶ
。

船
中
、
公
使
と
意
見
の
食
い
違
い
が
あ
っ
た
が
、
公
使
後
に
竹
添
の
卓
論
に
推
服
し
、
深
く
漢
文
を
軽
視
す
べ
か
ら
ず
を
悟
る
。

以
後
深
い
親
交
を
持
つ
。

明
治
九
年(

１
８
７
６)

(

35
歳)

正
月
４
日
、
一
行
と
と
も
に
北
京
に
到
着
、
彼
の
地
の
諸
名
士
と
交
わ
る
。

夏
５
月
よ
り
当
時
北
京
公
使
館
一
等
書
記
官
見
習
い
の
津
田
静
一
の
案
内
で
、
巴
蜀(

注
・
今
の
四
川
省
、
重
慶
地
方)

の
地
を
漫

は
し
ょ
く

遊
、
遠
く
漢
口
に
至
り
、
百
十
余
日
の
旅
を
す
る
。

明
治
十
年(

１
８
７
７)

(

36
歳)

６
月
、
巴
蜀
の
旅
日
記
で
あ
る
『
桟
雲
峡
雨
日
記
』
『
桟
雲
峡
雨
詩
草
』
を
刊
行
。
詩
文
兼
長
で
中
国
人
に
愛
誦
さ
れ
る
。

明
治
一
一
年(

１
８
７
８)

(

37
歳)

10
月
勝
海
舟
に
序
文
を
請
い
、
桟
雲
峡
雨
日
記
を
再
刻
す
る
。

森
有
礼
の
口
添
え
で
伊
藤
博
文
に
認
め
ら
れ
、
大
蔵
省
に
奉
職
、
大
蔵
省
書
記
官
に
な
る
。

明
治
一
三
年(

１
８
８
０)

(

39
歳)

選
ば
れ
て
天
津
領
事
と
な
り
、
天
津
に
駐
在
す
る
。
芝
罘(
注
・
チ
ー
フ
ー
・
今
の
山
東
省
煙
台
市)

、
牛
荘(

注
・
現
在
遼
寧

省
営
口)

も
兼
任
。
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明
治
一
五
年(

１
８
８
２)

(

41
歳)

４
月
１
日
天
津
領
事
の
ま
ま
各
判
事
を
兼
ね
る
。

７
月
23
日
、
朝
鮮
漢
城(

注
・
後
京
城
現
ソ
ウ
ル)

で
内
乱(

壬
午
事
変)

起
き
る
。
暴
徒
は
、
王
宮
に
乱
入
、
日
本
公
使
館
も
襲
撃

さ
れ
る
。
弁
理
公
使(

注
・

特
命
全
権
公
使
と
代
理

公
使
の
中
間
に
位
す
る
常
駐
外
交
使)

花
房
義
質
等
防
戦
す
る
も
遂
に
及
ば

ず
、
仁
川
に
逃
れ
る
。

翌
24
日
、
再
び
暴
動
起
き
、
仁
川
府
庁
を
襲
う
。
花
房
公
使
等
奮
闘
し
、
済
物
浦
に
至
り
、
英
鑑
に
救
い
を
求
め
る
。
英
鑑
は

彼
ら
を
長
崎
に
送
る
。
外
務
卿
井
上
馨
、
下
関
に
急
行
し
、
公
使
花
房
を
朝
鮮
に
引
き
返
さ
せ
、
朝
鮮
に
六
ヶ
条
の
要
求
を
突

き
付
け
る
。

８
月
30
日
、
花
房
弁
理
公
使
、
朝
鮮
全
権
大
臣
李
祐
元
と
の
間
に
修
好
条
約
調
印
成
り
、
よ
う
や
く
事
が
決
着
す
る
。
こ
れ
を

「
済
物
浦
条
約
」
と
云
う
。

さ
い
も
っ
ぽ

11
月
６
日
、
花
房
公
使
、
外
務
省
出
仕
を
命
じ
ら
れ
、
天
津
領
事
竹
添
進
一
郎
後
任
弁
理
公
使
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

直
ち
に
朝
鮮
漢
城
に
弁
理
公
使
に
任
命
さ
れ
、
漢
城
に
駐
箚
。(

注
・
外
国
に
派
遣
さ
れ
た
公
務
員
が
そ
の
地
に
一
定
期
間
滞
在
す

る
こ
と)
す
る
。
た
め
に
、
済
物
浦
条
約
に
従
い
、
陸
軍
歩
兵
一
個
中
隊
を
駐
留
し
、
居
留
民
及
び
公
使
館
の
保
護
に
当
た
る
。

明
治
一
七
年(

１
８
８
４)

(

43
歳)

朝
鮮
漢
城
で
再
々
事
変(

甲
甲
事
変)

起
き
る
。

12
月
４
日
、
同
地
で
郵
政
局
開
業
式
が
行
わ
れ
た
の
に
乗
じ
、
開
国
党
の
朴
永
孝
、
金
玉
均
等
が
兵
を
起
こ
し
て
王
宮
に
迫
り
、

要
路
の
重
臣
連
を
嗜
虐
す
る
。
国
王
は
身
の
危
険
を
感
じ
遂
に
日
本
兵
の
保
護
を
求
め
る
。
そ
の
た
め
駐
韓
公
使
竹
添
は
、
５

日
に
兵
を
率
い
て
赴
き
、
王
宮
を
護
衛
す
る
。
清
兵
は
こ
れ
を
誤
視
し
、
発
砲
。
国
王
は
遁
れ
て
清
軍
に
投
じ
る
。
漢
城
市
街

で
暴
徒
蜂
起
し
、
混
乱
を
極
め
る
。

６
日
、
清
将
袁
世
凱
、
兵
を
２
千
を
率
い
て
、
王
宮
を
囲
み
、
漢
兵
も
こ
れ
に
内
応
し
て
、
日
本
軍
を
砲
撃
す
る
。
そ
の
た
め
、

竹
添
は
兵
を
纏
め
て
王
宮
よ
り
、
公
使
館
に
引
き
上
げ
る
。

７
日
、
清
兵
、
漢
兵
は
さ
ら
に
大
挙
し
て
日
本
公
使
館
を
襲
撃
す
る
。
止
む
無
く
竹
添
は
居
留
民
を
保
護
し
て
仁
川
に
退
く
。

仁
川
港
に
い
た
日
本
軍
艦
日
進
は
直
ち
に
陸
戦
隊
を
組
織
し
て
守
備
に
当
た
り
、
待
機
状
態
に
入
る
。
こ
れ
を
甲
甲
政
変(

京

城
事
変)

と
い
う
。

異
変
の
報
は
、
13
日
に
東
都
に
入
り
、
外
務
卿
井
上
馨
を
韓
国
に
急
派
し
、
こ
れ
ら
の
談
判
に
当
た
ら
せ
る
。
公
使
竹
添
は
、

28
日
、
一
小
隊
を
率
い
て
仁
川
を
発
し
、
漢
城
に
急
行
し
て
特
派
全
権
の
入
京
を
待
つ
。
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明
治
一
八
年(

１
８
８
５)

(

44
歳)

談
判
は
正
月
7
日
に
開
始
さ
れ
、
日
本
側
特
命
大
使
井
上
馨
、
朝
鮮
側
全
権
大
臣
金
宏
集
で
行
わ
れ
る
。
朝
鮮
側
は
直
ぐ
に
日

本
側
の
要
求
を
受
け
入
れ
、
５
年
を
約
し
て
９
日
に
「
日
韓
講
和
条
約
」
が
締
結
さ
れ
る
。

か
く
て
11
日
、
全
権
井
上
の
退
京
に
際
し
、
公
使
竹
添
も
行
動
を
共
に
し
、
同
月
19
日
帰
国
。

甲
甲
の
変
に
対
し
て
竹
添
が
取
っ
た
態
度
が
、
政
府
の
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
を
知
り
、
病
を
理
由
に
身
を
退
き
、
弁
理
公
使

を
辞
す
。

９
月
に
入
り
、
東
京
帝
国
大
学
に
教
授
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
同
校
に
得
意
の
経
書(

注
・
昔
、
中
国
で
儒
教
の
基
本
と
さ
れ
た

書
物
・
四
書
五
経
な
ど)

を
講
ず
る
。

明
治
二
二
年(

１
９
８
９)

(

48
歳)

２
月
11
日
、
時
の
文
部
大
臣
森
有
礼(

44
歳)

刺
客
に
倒
さ
れ
る
の
凶
報
に
接
し
、
い
た
く
も
哀
悼
痛
惜
措
か
ず
。

明
治
二
六
年
（
１
８
９
３
）
（
52
歳
）
辨
理
公
使
を
辞
任
。

明
治
二
八
年(

１
８
９
５)

(

54
歳)

年
来
の
病
気
の
た
め
、
帝
大
教
授
を
辞
し
、
小
田
原
に
閑
居
、
も
っ
ぱ
ら
読
書
著
作
に
従
事
す
る
。

明
治
三
五
年(

１
９
０
２)

(

61
歳)

鶴
駕(

注
・
皇
太
子
の
乗
る
車)

を
小
田
原
に
迎
え
、
皇
太
子(

注
・
後
の
大
正
天
皇)

に
拝
謁
す
る
。
そ
の
夜
、
特
に
召
さ
れ
て
、

皇
太
子
に
講
演
を
行
う
。
退
席
に
当
た
り
、
老
病
慰
労
を
賜
り
、
感
泣
す
る
。
ま
た
、
皇
太
子
に
大
書
し
て
進
覧
す
る
。

明
治
四
二
年(

１
９
０
９)

(

68
歳)

10
月
、
郷
里
天
草
を
訪
ね
、
門
人
た
ち
と
旧
交
を
温
め
る
。

大
正
三
年(

１
９
１
４)

(

73
歳)

昔
著
し
た
「
左
氏
会
箋
」
に
よ
り
、
学
士
会
院
賞
を
受
け
、
文
学
博
士
を
授
け
ら
れ
る
。

大
正
四
年(

１
９
１
５)

(

74
歳)

郷
土
天
草
の
門
人
等
、
一
日
熊
本
の
白
水
館
に
会
合
、
遥
か
に
師
の
寿
を
祝
し
、
人
を
派
し
、
素
絹
一
端
を
献
じ
る
。

大
正
五
年(

１
９
１
６)

(

75
歳)

６
月
、
妻
亀
子
死
去
。

大
正
六
年(

１
９
１
７)

(

76
歳)

３
月
31
日
、
突
然
と
し
て
逝
く
。
東
京
小
石
川
音
羽
護
国
寺
に
葬
ら
れ
る
。
諡
、
好
学
院
井
々
居
士
。
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年
譜
は
『
天
草
近
代
年
譜
』
松
田
唯
雄
著

及
び
『
竹
添
進
一
郎
先
生
を

偲
ぶ
』
竹
添
進
一
郎
先
生
顕
彰
碑
期
成
会

を
元
に
作
成
し
た
が
、
注
釈
や
現

代
語
ま
た
は
、
当
時
の
地
名
な
ど
、
若
干
の
編
集
を
加
え
た
。

竹
添
井
井
・
天
草
を
詠
む

自
茂
木
将
帰
天
草
似
無
舟
止

水

与

天

無

際

蛟

龍

所

伏

蔵

風

腥
魚

気
黒

潮

蘸

日

光

黄

遊

迹

隨

飛

雁

帰

心

遂

去

檣

東

南

青

一

髪

遥

認

是

家

郷

郷
土
史
家
故
鶴
田
文
史
氏
は
、
「
天
草
の
史
談
と
文
芸
・
第
30
号
」
で
、
竹

添
井
井
の
「
自
茂
木
将
帰
天
草
似
無
舟
止
」
の
漢
詩
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

た
だ
し
、
限
定
本
で
、
読
者
の
多
く
は
こ
の
文
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
い
と

思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
転
載
す
る
。

《
直
訳
》

茂
木
自
リ
将
ニ
天
草
ヘ
帰
ラ
ン
ト
似
テ
舟
ヲ
止
メ
ル
ト
コ
ロ
無
シ

よ

ま
さ

し

水
與
天
ハ

際

ナ
シ

と

か
ぎ
り

咬
龍
ノ
伏
蔵
ス
ル
所

こ
う
り
ゅ
う

風
腥
魚
黒
ニ
気
ツ
ク

い

る

か

や
み

い
き

潮
蘸
ッ
テ
黄
バ
ム
日
光
ニ

ひ
た

き
い

飛
雁
ニ
随
イ
テ
遊
迹
ス

ゆ
う
せ
き

帰
心
遂
ニ

檣

ヲ
タ
テ
テ
去
ル

ほ
ば
し
ら

東
南
青
一
髪

遥
ニ
是
ヨ
リ
家
郷
ヲ
認
ム

《
意
訳
》

茂
木
よ
り
ま
さ
に
天
草
へ
帰
ら
ん
と
す
る
に
舟
止
り
す
る
所
は
な
い

海
と
天
と
は
限
り
な
く
続
く
。

水
中
の
龍
は
海
の
深
い
所
に
生
息
し
て
い
る
。

風
の
よ
う
に
泳
ぎ
廻
っ
て
い
る
イ
ル
カ
は
黒
々
と
し
て
活
気
が
あ
り
、

海
原
は
落
日
前
の
太
陽
の
光
に
浸
り
黄
金
色
に
輝
い
て
い
る
。

従
っ
て
そ
の
あ
と
に
遊
ぶ
か
の
よ
う
に
古
巣
へ
向
か
っ
て
い
る
雁
を
見
て
、

わ
が
里
に
帰
り
た
い
心
が
船
の
帆
を
上
げ
て
櫓
を
漕
ぎ
進
ん
で
行
く
。

こ
こ
千
々
石
湾
か
ら
、
東
方
に
有
明
海
、
南
方
に
天
草
灘
が
存
在
し
、
ど

ち
ら
も
天
と
海
が
区
別
で
き
な
い
ほ
ど
の
あ
り
さ
ま
に
広
が
っ
て
い
て
、

遥
か
に
今
居
る
こ
こ
か
ら
わ
が
家
の
あ
る
有
明
海
に
浮
か
ぶ
大
矢
野
島
の

古
郷
が
見
え
る
よ
う
だ
。

《
寸
評
》井

井
の
「
自
茂
木
将
帰
天
草
似
無
舟
止
」
の
漢
詩
は
、
千
々
石
湾
上
で

天
草
灘
・
有
明
海
を
遠
望
し
な
が
ら
、
大
自
然
の
中
で
の
作
者
の
創
造
深

い
観
察
を
表
現
し
た
秀
詩
で
あ
る
。

長
崎
か
ら
茂
木
港
を
出
港
し
た
船
が
、
天
草
大
矢
野
島
へ
向
か
う
作
者
。

普
通
の
人
の
場
合
、
目
に
見
え
る
風
景
を
詩
的
表
現
す
る
に
止
ま
る
の
が
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普
通
だ
が
、
井
井
は
目
に
は
見
え
な
い
海
中
の
奥
底
ま
で
見
え
る
か
の
よ

う
に
表
現
す
る
。
そ
こ
に
は
、
蛟
龍
（
鱗
の
あ
る
水
龍
）
が
住
ん
で
お
り
、

ま
た
山
陽
の
「
泊
天
草
洋
」
の
大
魚
、
即
ち
腥
魚
を
風
腥
魚
と
し
て
登
場

い

る

か

さ
せ
て
い
る
。
気
黒
と
あ
る
の
は
、
黒
に
活
気
づ
く
と
解
さ
れ
る
。

や
み

去
檣
は
、
檣
を
立
て
て
去
る
、
す
な
わ
ち
船
出
を
し
て
い
る
こ
と
。

ほ
ば
し
ら

東
南
は
、
南
の
天
草
灘
、
東
の
有
明
海
の
方
向
で
あ
る
が
、
井
井
は
東

の
方
向
の
家
郷
に
対
し
て
望
ん
で
い
る
。

井
井
の
こ
の
詩
は
、
山
陽
の
「
泊
天
草
洋
」
を
意
識
し
な
が
ら
、
国
際

的
で
は
な
い
が
、
海
底
に
潜
ん
で
い
る
と
い
う
、
蛟
龍
ま
で
も
見
通
す
、

創
作
的
描
写
を
含
め
て
、
表
現
が
先
妻
で
あ
り
活
動
的
で
あ
る
。

《
筆
者
考
》

鶴
田
氏
は
、
三
行
目
を
「
風
腥
魚
気
黒
」
と
し
て
い
る
が
、
『
天
草
の
文
学
』

武
藤
光
麿
編
著
に
は
、
「
風
醒
魚
気
黒
」
と
な
っ
て
い
る
。

前
出
鶴
田
誌
の
詩
を
天
草
の
文
学
編
に
書
き
改
め
る
と
。

自
茂
木
将
帰
天
草
似
無
舟
止

水

与

天

無

際

蛟

龍

所

伏

蔵

風

腥
魚

気
黒

潮

蘸

日

光

黄

遊

迹

隨

飛

雁

帰

心

遂

去

檣

東

南

青

一

髪

遥

認

是

家

郷

と
な
る
。

つ
ま
り
、
「
風
腥
魚
気
黒
」
の
二
字
目
「
腥
」
が
「
醒
」
と
違
っ
て
い
る
。

す
れ
ば
、
意
味
も
全
然
違
う
こ
と
に
な
る
。
鶴
田
氏
の
言
う
よ
う
に
「
腥
魚
」

が
イ
ル
カ
な
の
か
ど
う
か
、
漢
和
辞
典
を
み
て
も
載
っ
て
い
な
い
。
「
腥
」
は

〝
生
臭
い
〟
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ル
カ
に
無
理
に
こ
じ
つ

け
た
感
も
あ
る
。

一
方
「
醒
」
は
、
〝
さ
め
る
〟
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
一
般
的
に
酒
が
覚
め

る
と
い
う
よ
う
に
使
わ
れ
る
が
、
「
風
醒
魚
気
黒
」
と
な
れ
ば
、
風
が
お
さ
ま

り
、
波
が
無
く
な
っ
た
こ
と
で
海
中
に
い
る
魚
の
気
配
が
黒
々
と
漂
っ
て
き
た

と
解
釈
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
鶴
田
氏
の
「
風
腥
魚
黒
ニ
気
ツ
ク
」
は
、
若

い

る

か

や
み

い
き

干
無
理
が
あ
る
よ
う
に
お
も
え
る
。

と
思
う
が
、
如
何
だ
ろ
う
か
。

つ
い
で
に
、
同
『
天
草
の
文
学
』
に
、
竹
添
井
井
の
詩
が
も
う
一
つ
載
っ
て

る
。
こ
の
詩
は
、
勝
海
舟
に
捧
げ
る
詩
と
思
え
る
が
、
漢
文
に
素
養
の
な
い
筆

者
に
は
難
解
な
の
で
、
詩
文
だ
け
の
紹
介
に
と
ど
め
る
。

次
勝
海
舟
公
見
示
詩
韻
以
奉
呈

強

之

食

弱

之

食

肉

啗

蓋

肌

膚

及

心

腹

不

知

食

竭

身

亦

亡

独

有

識

者

篙

其

目

西

洋

颶

風

来

蓬

々

黒

浪

高

捲

神

州

蹙

不

向

海

上

屠

鯨

鯢

兄

弟

相

争

中

原

鹿

井
井
は
、
明
治
元
年
、
27
歳
の
時
、
勝
海
舟
を
訪
ね
て
い
る
。
海
舟
は
井
井

の
卓
識
に
大
い
に
驚
い
た
と
い
う
。
森
有
礼
の
随
行
と
な
っ
た
の
も
、
勝
海
舟

の
斡
旋
に
よ
る
と
い
う
。
（
年
譜
参
照
）
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『
桟
雲
峡
雨
日
記
』

さ
ん
う
ん
き
ょ
う
う
に
っ
き

頌
徳
碑
文
に
あ
る
よ
う
に
、
竹
添
進
一
郎
（
井
井
）
は
、
明
治
８
年
（
１
８

７
５
）
森
有
礼
の
駐
清
全
権
公
使
就
任
に
と
も
な
い
、
随
行
し
て
清
国
へ
渡
っ

た
。
そ
の
期
間
に
、
１
１
１
日
に
及
ぶ
中
国
各
地
を
旅
し
て
記
し
た
の
が
、
こ

の
『
桟
雲
峡
雨
日
記
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
本
書
は
、
我
々
が
読
め
る
よ

う
に
岩
城
秀
雄
氏
の
労
に
よ
り
、
口
語
体
に
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
元
は
漢
文
で

あ
る
。

つ
い
で
な
が
ら
、
訳
注
者
の
解
説
の
ペ
ー
ジ
を
借
り
て
、
井
井
が
旅
し
た
行

程
を
記
す
と
。

明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
５
月
２
日
に
北
京
を
出
立
し
、
保
定
・
石
家

荘
・
邯
鄲
を
経
て
、
洛
陽
に
至
り
、
さ
ら
に
函
谷
関
か
ら
西
安
に
行
き
、

こ
れ
よ
り
泰
嶺
を
越
え
て
、
南
鄭
か
ら
剣
閣
へ
と
桟
道
の
難
所
を
進
み
、

西
都
、
そ
し
て
さ
ら
に
重
慶
に
至
っ
た
。

そ
の
あ
と
は
、
長
江
を
船
で
下
り
、
三
峡
を
通
過
し
、
洞
庭
湖
の
景
観

を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
、
８
月
11
日
に
上
海
に
到
達
し
た
。

井
井
は
、
「
は
じ
め
に
」
で
こ
う
記
し
て
い
る
。
（
山
城
秀
夫
訳
）

明
治
八
年
（
１
８
７
５
）
乙
亥
の
歳
の
十
一
月
、
私
は
森
公
使
に
随
行

し
て
清
国
に
渡
航
し
た
。
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北
京
の
公
使
館
に
駐
ま
る
こ
と
数
か
月
、
四
川
か
ら
来
た
旅
行
者
が
、

そ
の
地
の
山
水
風
土
に
つ
い
て
語
る
の
を
耳
に
す
る
た
び
に
、
わ
た
し
は

そ
ぞ
ろ
心
も
落
ち
着
か
ず
、
魂
は
四
川
に
飛
ぶ
思
い
で
、
圧
さ
え
よ
う
に

も
圧
さ
え
き
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
か
く
し
て
公
使
に
お
願
い
し
、

津
田
君
亮
と
と
も
に
、
九
年
（
１
８
７
６
）
五
月
二
日
旅
装
を
と
と
の
え

て
出
発
し
た
。

現
在
で
も
百
日
に
及
ぶ
中
国
の
旅
は
至
難
で
あ
る
が
、
更
に
現
在
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
当
時
の
中
国
旅
行
は
、
大
変
な
困
難
が
伴
っ
て
た
は
ず
だ
。

本
書
は
、
口
語
体
に
訳
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
中
国
の
地
名
の
漢
字
が
難

し
く
、
読
み
づ
ら
い
が
（
ル
ビ
が
ふ
っ
て
あ
る
が
な
い
の
も
多
い
）
、
そ
れ
で

も
、
我
慢
し
て
読
む
と
、
井
井
の
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

ま
た
、
注
が
多
く
、
そ
し
て
詳
し
く
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
単
な
る
読
み

物
と
い
う
よ
り
、
歴
史
書
・
地
理
書
と
も
言
え
よ
う
。

長
旅
を
終
え
、
北
京
に
着
い
た
八
月
二
十
一
日
で
こ
の
日
記
は
終
わ
っ
て
い

る
。ち

ょ
っ
と
長
く
な
る
が
、
こ
の
旅
行
最
後
の
日
の
日
記
を
抜
粋
し
て
み
よ
う
。

八
月
二
十
一
日

船
は
上
海
に
到
着
し
た
。
（
中
略
）

こ
の
度
の
旅
行
は
百
十
一
日
間
、
行
程
は
九
千
余
里
で
あ
っ
た
。
お
お

よ
そ
の
と
こ
ろ
、
車
を
使
っ
た
の
は
十
分
の
二
、
轎
（
か
ご
）
は
十
分
の

三
、
船
旅
は
車
と
轎
を
合
せ
た
の
と
、
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
っ
た
。

（
中
略
）

思
え
ば
わ
た
し
は
年
ま
さ
に
少
壮
で
あ
る
か
ら
、
い
つ
の
日
か
嶺
南

（
今
の
広
東
省
・
広
西
壮
族
自
治
区
・
ベ
ト
ナ
ム
地
方
）
を
旅
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
羅
浮
山
（
広
東
省
広
州
市
増
城
県
の
東
北
。
梅

の
名
所
）
に
梅
花
を
た
ず
ね
、
両
広
（
広
東
・
広
西
）
に
お
い
て
潮
を
観

て
、
桟
雲
峡
雨
日
記
の
続
編
を
書
く
な
ら
ば
、
な
ん
と
も
楽
し
い
こ
と
で

は
な
い
か
。

古
人
は
「
隴
を
得
て
蜀
を
望
む
」
と
い
っ
て
い
る
。
わ
た
し
は
す
で
に

隴
（
甘
粛
省
）
の
境
ま
で
歩
き
ま
わ
っ
て
、
さ
ら
に
蜀
（
四
川
省
）
の
名

勝
を
訪
ね
つ
く
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
厭
き
る
こ
と
が
な
い
。
人

と
い
う
の
は
、
足
る
を
知
ら
な
い
こ
と
に
苦
労
す
る
も
の
で
あ
る
。

井
井
は
、
約
１
１
０
日
を
か
け
て
、
中
国
内
陸
部
の
旅
を
し
た
。
行
程
を
九

千
余
里
と
し
て
い
る
。
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
直
す
と
、
約
３
万
５
千
㎞
。
そ
れ
で

も
、
中
国
全
体
か
ら
す
る
と
、
ほ
ん
の
一
部
で
し
か
な
い
。
ち
な
み
に
、
ほ
ぼ

日
本
全
土
を
測
量
し
た
伊
能
忠
敬
は
、
４
万
３
千
㎞
を
歩
い
て
い
る
。
た
だ
、

伊
能
は
測
量
の
旅
で
あ
り
、
全
て
歩
行
距
離
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
概
に
比

較
す
る
の
は
お
か
し
い
が
、
井
井
は
、
１
１
０
日
で
、
伊
能
が
３
千
７
百
余
日

か
け
て
歩
い
た
距
離
を
旅
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
船
の
旅
は
旅
全
体
の
半
分

と
、
駆
け
足
の
旅
と
は
言
え
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
距
離
で
あ
る
。

井
井
は
恐
ら
く
中
国
語
を
話
せ
な
か
っ
た
と
思
う
。
漢
字
が
共
通
語
の
役
割

を
果
た
し
て
い
た
と
は
い
え
、
地
名
も
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
筆
者
な
ど
は
、

３
日
も
し
な
い
う
ち
に
、
匙
を
投
げ
る
と
思
う
が
、
井
井
の
ち
密
さ
と
根
気
に

は
、
伊
能
忠
敬
同
様
、
畏
怖
の
念
さ
え
覚
え
る
ほ
ど
だ
。

井
井
が
中
国
を
旅
し
た
の
は
。
35
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
井
井
の
言
う
よ
う
に
、

ま
だ
若
か
っ
た
の
で
、
も
し
、
井
井
が
役
人
に
な
ら
ず
、
一
介
の
旅
人
と
し
て

の
人
生
を
送
っ
た
な
ら
ば
、
我
々
は
も
っ
と
も
っ
と
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を
読

む
こ
と
が
で
き
た
し
、
井
井
も
よ
り
よ
り
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し

れ
な
い
。

し
か
し
、
時
は
混
沌
と
し
た
時
代
、
才
子
井
井
に
そ
の
自
由
を
許
し
て
く
れ

な
か
っ
た
。
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竹添 進一郎（たけぞえ しんいちろう、1842年4月25日（天保13年3月15日） - 1917年（大正6年）3月31

日）は、日本の外交官、漢学者。名は漸、字は光鴻（こうこう、みつあき）、号は井井（せいせい）と

称した。 甲申政変時の朝鮮弁理公使であり、後に漢学者として活躍した。日本学士院賞受賞。熊本県近

代文化功労者。

来歴

肥後国天草（現・熊本県上天草市大矢野町）生まれ。父である小田順左衛門（竹添筍園）は、肥前国島

原出身の医者で、天草大矢野島に移り住み、上八幡宮の宮司二上出雲の娘である美加と結婚した。順左

衛門は儒学者広瀬淡窓門下十八傑の一人でもあり、進一郎が幼い頃より儒学を教えた。

1855年（安政2年）15歳の時、天草より熊本に出て儒学者木下韡村の門下生となった。学業は極めて優秀

で、木下門下では、井上毅、木村弦雄と三才子と称され、さらに古荘嘉門を加えて四天王といわれる。

藩校時習館の居寮生となり、木下のはからいで士分に取り立てられ、藩命により京都、江戸、奥州を訪

れる。江戸では勝海舟の知遇を得る。

1871年（明治4年）、廃藩置県で失職し熊本市や玉名市で私塾を営んだ後、1875年（明治8年）に上京す

る。勝海舟の紹介で森有礼全権公使に随行し、清国へ渡った。同郷の津田静一と共に清国を旅し「桟雲

峡雨日記」を記した。天津領事、北京公使館書記官などを経て、1882年（明治15年）、花房義質の後任

として朝鮮弁理公使となるが、甲申政変に深く関わり辞任した。

1893年（明治26年）、東京帝国大学教授に就任し漢文学を講じた。退官後、小田原に暮らし、76歳で没

した。1914年（大正3年）、日本学士院賞受賞（第4回）。文学博士。従三位勲三等。熊本県近代文化功

労者。次女の須磨子は、講道館柔道の創始者である嘉納治五郎と結婚した。媒酌人は、木下韡村の次男

で後に京都帝国大学の総長となった木下広次が務めている。

以上ウィキペディア

個人蔵


